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概要

2000 年代に入って，一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度を育てることを

通してキャリア発達を促すキャリア教育を推進するとともに，地域住民や保護者のニーズなどを学校運営に

的確に反映させる仕組みとして学校運営協議会制度を導入した学校（コミュニティ・スクール）の設置が期

待されるようになった．本稿では国のこうした動向を踏まえた学校運営や教育活動等を展開している北海道

美瑛高等学校の近年の実践を取り上げ，地域社会の中での高校の在り方について考察する． 

1. はじめに

我が国においてキャリア教育という用語が公的

に示されたのは 1999（平成 11）年 12 月に取りまと

められた中央教育審議会「初等中等教育と高等教育

との接続について（答申）」においてである.その

中では「キャリア教育の実施に当たっては家庭・地

域と連携し，体験的な学習を重視するとともに，各

学校ごとに目的を設定し，教育課程に位置付けて計

画的に行う必要がある」と述べられている．学習指

導要領においては，2018（平成 30）年 3月に改訂さ

れた高等学校学習指導要領総則において「生徒が，

学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しなが

ら，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる

資質・能力を身に付けていくことができるよう，特

別活動を要としつつ各教科・科目等の特質に応じ

て，キャリア教育の充実を図ること」（第 1 章第 5

款の 1の(3)）と明示されている． 

高校と地域との関連については，2015（平成 27）

年 12 月に取りまとめられた中央教育審議会「新し

い時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地

域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について

（答申）」において「高等学校において広く地域や

社会の参画・協力を促進することは，学校運営の改

善につながり，キャリア教育の推進や学校の魅力

化，特色づくりに資するもの」であり，「具体的には，こ

れまで培われた地域や社会との関係を生かして，学校

運営協議会を通じ，学校が所在する地域の住民や近

隣の大学の教員，地元の商店街，企業，NPO 等の団

体，地方公共団体等の協力を得る」ことで高校と地域

が連携した教育活動等を展開することへの期待が述

べられている．具体的な取組として地域課題解決型学

習や，まち興しイベント等の企画・実施，インターンシッ

プ等の実施が例示されており，「学校運営協議会を通

じ」とあるようにコミュニティ・スクール（以下「CS」とい

う．）に設置される学校運営協議会の活用が提言さ

れている． 

本稿では，こうした教育施策等の動向を踏まえ，北

海道美瑛高等学校（以下「美瑛高校」という．）のキャリ

ア教育の実践と CS の取組を取り上げ，高校と地域の

連携の視点から地域社会における高校のこれからの

在り方について考察する． 

2. 学校の沿革・概要

美瑛高校は 1948（昭和 23）年，北海道立永山農

業高等学校（現・北海道旭川農業高等学校）の美瑛

分校として開校し，以来，美瑛町唯一の，地域の高

等学校として 70 年を超える歴史を刻んでいる． 

図 1 北海道美瑛高等学校 
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現在は全日制課程普通科 4 学級の小規模校であ

り，北海道の多くの郡部校と同じように在籍生徒数

は募集定員を下回っている．2021（令和 3）年 5 月

1 日時点での在籍生徒 108 名を出身中学校所在地で

見ると，地元である美瑛町が 36 名，旭川市が 63 名，

その他が 9名となっており，旭川市内在住の生徒が

58.3％を占めている（1）．美瑛町は旭川市の通勤・

通学圏となっており，旭川市の中学校出身生徒のほ

とんどがＪＲの列車を利用して通学している． 

 美瑛高校ではめざす学校像（学校経営方針）「明

るく活力のある学校」を掲げるとともに，めざす生

徒像（学校教育目標）として「未来に大きく羽ばた

く人間をめざして」を設定し，「1 自ら意欲的に学

び，努力する人間，2 自然を愛し，思いやりのある

人間，3 心身を鍛え，協働する人間」の育成に努め

ている（2）． 

最近 3年間の卒業生の進路決定状況は，進学と就

職ともに 40％台後半から 50％台前半の割合で，進

学先は国公立大や私立大，私立短大，専門学校，就

職先は民間企業や公務員と幅広く，在籍生徒数は少

ないものの，こうした進路決定先から見ると美瑛高

校はいわゆる進路多様校と言えるだろう． 

地域との連携に関わりの深いこととして，2015

（平成 27）年度からの 3 年間は北海道教育委員会

「キャリア教育・職業教育推進事業」の研究指定校

として，学校全体での組織的なキャリア教育の推進

に取り組んだ．また，2018（平成 30）年度には地域

住民や保護者が学校運営に参画し学校との連携を

強めることにより，学校と地域住民及び保護者が信

頼関係を深め，一体となって学校運営の改善と生徒

の健全育成を図ることを目的として学校運営協議

会を設置し，いわゆる CS として地域連携を重視し

た学校経営と教育活動を展開している． 

3. キャリア教育の実践

美瑛高校は北海道教育委員会「キャリア教育・職

業教育推進事業」の研究指定を受けた 2015（平成

27）年度から「地域との連携」をキーワードにして

生徒の実態を踏まえつつ，社会的・職業的に自立す

るために必要な基盤となる能力や態度を身に付け，

自分の夢や目標をしっかりと持ち，挑戦する生徒の

育成を目指してキャリア教育の充実に努めている． 

3.1 キャリア教育の全体計画 

 学校がキャリア教育を推進するに当たって留意

しなければならないことは，教科・科目等の教育活

動全体で取り組むものであり，単に特定の活動のみ

を実施すればよいというものではないこと，新たな

活動を単に追加すればよいというものではないこ

とである（3）．こうしたことを踏まえて，学校は学

校教育目標の達成を目指したキャリア教育の目標

を設定するとともに，教育活動全体とキャリア教育

との関連を明確にした計画を策定し，その計画に基

づいた教育活動を実施しなければならない． 

美瑛高校では近隣の小学校と中学校の代表者（教

諭）との連携会議を開催して各学校段階でのキャリ

ア教育の取組状況を共有するとともに，地域の特色

を生かした教育活動等について情報交換した上で

校内委員会であるキャリア教育推進委員会が全体

計画を策定している．なお，策定までの間に教科主

任会議での検討，職員会議での審議を経ていること

で教職員一人一人がキャリア教育にどのように関

わり，推進するかを考えることができるようになっ

ている（4）． 

こうしたプロセスを経て策定されたキャリア教

育の全体計画が次ページの表１である（美瑛高校ホ

ームページより．）．この全体計画で注目したいの

は「キャリア教育を通して育成したい基礎的・汎用

的能力」である．美瑛高校ではこの能力を「つなが

る力」「伸びる力」「進む力」「思い描く力」とし

て再整理し，それぞれの力を「意識・態度」として

具体的に規定している．その上で校内の分掌組織と

教科等でのキャリア教育の具体的な実践内容と身

につけさせたい力を明示している．学校として取り

組むべきキャリア教育の全体像がわかりやすく表

されているところが特長といえる． 

3.2 教科等におけるキャリア教育 

 美瑛高校では教科等におけるキャリア教育を充

実させる取組として教育課程に学校設定科目「キャ

リア探求」を 1，2 学年それぞれに１単位の必修科

目として開設している．ここでは 1学年での取組に 

焦点を当てて紹介する． 

 1 学年での授業は三つの柱で構成されており，一

つ目の柱は生徒のキャリア意識を高めることを目

指した，外部講師による「キャリア講演会」である．

2017（平成 29）年度では「大学教員が贈る高校生へ

のメッセージ～夢の実現を目指して」（5月 31 日），

「諦めない気持ち」（6 月 8 日），「自分の限界意

識を取り払おう」（6月 29 日）をテーマとして実施

され，生徒が学校生活に前向きに取り組む態度を身

につける機会としている． 
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表１ キャリア教育の全体計画 

-3-



二つ目の柱は「地域巡検」である．この授業は後

に実施するインターンシップ（就業体験）の事前学

習に位置付けて実施するもので，「地域について学

ぼう」をテーマに美瑛町の魅力の一つである観光と

産業について学習するものである．地域巡検を実施

する前に地域の魅力への理解を深めることを目的

として美瑛町在住の風景写真家である中西敏貴氏

から「世界に誇れる美瑛の魅力」と題して講演いた

だき，講演後には中西氏のガイドのもと，観光客か

ら人気の高い青い池や，空と畑やラベンダーなどの

美しい景色を堪能できる丘などの巡検を実施した． 

巡検後，生徒は「美瑛町の観光を活性化するため

にはどうすべきか」というテーマでグループワーク

による課題解決型の学習を行った．高校生の目線で

観光の活性化を図る上での課題や方策を考えるも

ので，地元の産業や住民の生活，高校生ができるこ

となど町づくり全体にまで話題が及んだ．グループ

ワーク後の意見発表に当たっては美瑛町役場の佐

竹正範氏からアドバイスをいただくとともに，巡検

とグループワークが後日実施するインターンシッ

プにつながる活動であるという意識付けが行われ

た．なお，地域巡検に関する一連の学習内容とその

成果をグループごとに PR パネルにまとめて廊下に

掲示し，他学年の生徒も地域の魅力と活性化につい

て考えることができるよう工夫している． 

三つ目の柱は地域巡検とグループワーク等を通

して学んだことや課題意識を踏まえて実施する「イ

ンターンシップ（就業体験）」である．事前指導で

は前年度受入事業所のインターンシップ受入状況

と内容などを説明するとともに，事前アンケートを

実施した．実習先はこのアンケートをもとに生徒の

希望を可能な限り実現できるよう配慮して決定し

た．例えば，教員希望の生徒については町内の学校

での受け入れが実現した．実施直前の指導では，前

年度の全体発表会（インターンシップ終了後のまと

めに位置付けられている報告会）でプレゼンを行っ

た2年生2名の協力を得て再度プレゼンを行っても

らうとともに，アドバイスの機会を設けるなど，イ

ンターンシップを体験する1年生全員に対してきめ

細かな指導を行っている． 

2 日間のインターンシップ終了後，生徒は発表資

料を作成し，発表前には佐竹氏から「プレゼンテー

ションって何だ？」をテーマに講話をしていただ

き，発表用原稿を手直しした上で一人 5分の持ち時

間を使ってホームルームで発表を行った．発表の全

体共通テーマは「connected～社会とつながる」に

設定され，生徒は自分の体験をもとにして地域にお

ける産業の現状や地域の魅力との関係，課題解決の

ための方策と自己の在り方・生き方を高校生なりの

視点から提示した． 

全体発表会は受入事業所や保護者，地域住民を招

いて開催した．ホームルーム発表会での生徒の相互

評価で高い評価を得た 8 名が代表として発表を行

い，インターンシップの成果等を広く発信し，まと

めとした．インターンシップ実施後の 1学年対象の

アンケートでは「実習がためになった」が 100％，

「将来の進路選択に役立つと思う」が 92％と高評価

であった．また，全体報告会についての感想では「企

業の方からの最後の講評が素晴らしく，心に残る言

葉があってよかった」（生徒 A），「ここまで力を

入れてインターンシップをしている学校は美瑛高

校ぐらいではないかと思い，とてもよい経験ができ

てうれしかった」（生徒 B），「プレゼン内容が想

像以上に整理され，ストーリーがわかりやすく感心

した」（招待者 A）．「発表が上手になり，聞きや

すかった」（招待者 B）などといった肯定的なもの

が数多く寄せられた（5）． 

4. コミュニティ・スクールの取組

4.1 道立高等学校の状況 

2021（令和 3）年 4 月現在，道立高等学校（中等

教育学校を含む．）192 校のうち，CS を導入してい

るのは 24 校（12.5％）であり，市町村立高等学校

を含めると，224 校のうち 34 校（15.2％）となって

いる． 

表 2 道立高等学校における CS 導入状況（6） 

設置年月 学校名 設置年月 学校名 

2012.5 別海高校 2019.4 幕別清陵高校 

2017.9 栗山高校 2020.4 登別青嶺高校 

2017.9 寿都高校 2020.4 平取高校 

2018.4 夕張高校 2020.4 上富良野高校 

2018.4 追分高校 2020.4 常呂高校 

2018.4 美瑛高校 2020.4 大樹高校 

2018.4 清里高校 2020.4 広尾高校 

2018.4 上士幌高校 2020.4 本別高校 

2019.4 下川商業高校 2021.4 鵡川高校 

2019.4 豊富高校 2021.4 松前高校 

2019.4 興部高校 2021.4 東川高校 

2019.4 鹿追高校 2021.4 斜里高校 
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 表 2からは CS を導入した 24 校のうち，登別青嶺

高校を除く 23 校が地域（市町）で唯一設置されて

いる高校であり，都市部よりも郡部に多いことがわ

かる． 

4.2 美瑛高校における CS の取組 

美瑛高校は 2015（平成 27）から 2017（平成 29）

年度まで北海道教育委員会「キャリア教育・職業教

育推進事業」の指定を受けて研究を進めてきたが，

この研究で3年間取り組んだキャリア教育の実践と

成果を踏まえ，地域を支える人材を地域の教育力を

活用して育むという方針の下，2018（平成 30）年 4

月に学校運営協議会（以下「協議会」という．）を

設置し，「地域とともにある学校」（7）の実現を目

指した学校運営を推進することとなった．CS を導入

して 2021（令和 3）年度で 4年目となるが，ここで

は導入 3年目である 2020（令和 2）年度の取組を紹

介する．  

表 3  2020（令和 2）年度学校運営協議会年間計画 

 CS において主導的な役割を果たすのが協議会 

である．先述したように協議会は地域住民や保護者

が学校運営に参画して学校との連携を深めること

により，相互の信頼関係を深め，一体となって学校

運営の改善と生徒の健全育成を図ることを目的と

している．美瑛高校に設置された協議会は地域住

民，保護者（PTA 役員），教育関係者，美瑛高校長

を委員として 15 名で構成されている．校長を除く

14 名は学習部会，生活部会，進路部会のいずれかの

部会にも所属している． 

年間計画を見ると協議会の活動の概要を知るこ

とができる．表 3は 2020（令和 2）年度の協議会の

年間計画（美瑛高校ホームページより．一部改変．）

である．協議会の主な役割は①学校経営シラバスな

ど，校長が作成する学校運営に関する基本方針を承

認すること，②学校運営に関する事項について校長

等に意見を述べることができること，③職員の任用

に関する事項について教育委員会に対し意見を述

べることができること，④学

校運営の状況について 1 回以

上の評価を行うことの 4 点で

あるが，表 3 を見ると③を除

く項目に関連した内容につい

ての協議等が行われているこ

とがわかる．また，三つの部

会もそれぞれ活動を行ってお

り，CS が導入されたことで美

瑛高校が重点的に取り組んで

きたキャリア教育以外での地

域との連携や協働が進展して

いると考えられる． 

第 1 回協議会はその年度の

学校経営・運営の方針や協議

会の年間計画を協議したり，

確認したりすることが中心と

なっている． 

12 月に開催された第 2回協

議会では協議・意見交換の場

面で学校経営シラバスを確認

した上で，各分掌部長から学

校としての取組状況，教頭か

らは生徒募集のための取組状

況の説明を行った．教育活動

の情報発信の充実の必要性に

ついてでは学校だよりと学校

月 会議名 内容 担当部会 

6 第 1 回 

協議会 

・令和元年度運営協議会活動報告 

・令和 2年度学校経営シラバス 

・令和 2年度年間計画 

7 ・教職員と保護者との交流 

・学習意欲の向上を図るための講話 

生活部会 

学習部会 

8 

9 ・学習状況等調査結果の分析及び学力向上に向けた方策

の検討 

・進路講演会 

学習部会 

進路部会 

10 ・情報通信モラル教室 

・ボランティア活動の運営・支援 

・インターンシップ受入事業所訪問及び状況の視察 

・求人開拓のための企業訪問 

・公開授業見学 

生活部会 

生活部会 

進路部会 

進路部会 

学習部会 

11 ・小・中学校，高校と連携した教育活動の実施 

・前期の振り返り（各部会での協議と協議内容の共有）

学習部会 

各部会 

12 第 2 回 

協議会 

・年度前半の事業報告 

・協議・意見交換 

・インターンシップ成果報告会 

1 ・冬季の登下校指導・列車添乗指導 生活部会 

2 ・小・中学校，高校と連携した英語教育の実施 学習部会 

3 第 3 回 

協議会 

・学校運営 

・各部会の活動 

・学校評価を踏まえた学校改善の方向性 

・次年度の活動計画 

-5-



のホームページを改善することが協議された．ま

た，中学生とその保護者等に配布する「学校案内」

（パンフレット）についてはインパクトの強い紙面

に改善してほしいという要望が出された．生徒募集

に関しては普通科高校としての教育内容や学科転

換の可能性，特色ある教育活動として地域と連携し

たキャリア教育の一層の充実などについて話し合

われた． 

 年度末の 3月に開催された第 3回協議会では，初

めに教頭から 1年間の活動の報告と反省事項，学校

評価に係る学校関係者評価についての説明があり，

その後に質疑応答・協議に移り，コロナウィルス感

染症拡大に伴う見学旅行中止の経緯や他校の対応

状況，2021（令和 3）年度高校入試における美瑛高

校への出願状況と学校存続に向けた取組について

の協議が行われた．特に後者については生徒数確保

のための方策として，教育環境の整備や卒業時の進

路希望の実現，中学生とその保護者向けの学校説明

会の工夫など幅広く協議が行われた．学校に対して

は「美瑛高校と同じように，通学可能な高校が近く

にあるという環境に立地している高校との比較・検

証をしてほしい」という要望が出され，次年度第 1

回の協議会において学校が報告することとなった． 

また，協議会の在り方として「現在連携している地

域や関係機関との連携を一層強めることを目指し

た運営を進めてほしい」という意見が出された．最

後に委員長からは「協議を充実させるために学校か

ら配布された『地方創生に向けた高校魅力化の手引

き』を熟読した上で次年度当初の運営協議会で意見

を出してほしい．その際，事務局として委員からの

意見の吸い上げができるような工夫や準備をして

もらいたい」という提案があり了承された． 

 これまで 2020（令和 2）年度の活動状況の概要を

紹介したが，CS が導入されたことで学校評議員制度

による意見聴取以上に学校と地域住民，保護者との

間で具体的な改善策の提案や本音の意見が出され

るなど活発な意見交換や協議が行われていると考

えられる． 

5. 考察

5.1 キャリア教育の実践 

 美瑛高校のキャリア教育の特長の一つ目として

全体計画が，近隣の小・中学校のキャリア教育の取

組を把握するとともに，教職員の理解や協力を得る

プロセスを大切にした上で策定されていることが

あげられる．学校によってはキャリア教育に対する

理解や周知が不十分なままに管理職や一部の教職

員が主導して策定している例も見られることから

他校の参考になると考えられる． 

二つ目は1,2学年が学ぶ科目として学校設定科目

「キャリア探求」を設置して地域と連携・協働しな

がら美瑛という地域の素晴らしさを生徒が実感し，

課題解決型の学習を通して地域の活性化や魅力づ

くりについて考察することができるということで

ある．特にインターンシップに関するプログラムで

は外部講師とともに実施する地域巡検や地域につ

いて考える課題解決型のグループワーク，インター

ンシップ，発表会が用意され，生徒が一連の学習活

動を通して基礎的・汎用的能力を身につける機会と

なっている（8）． 

こうした特長と最も関連の深い「キャリア探求」

の授業ではさまざまな場面で外部講師や地域住民

が関わり，その中で生徒が多様な体験をすることで

徐々に落ち着いた学校生活を送るようになったこ

と，地域を知ることや課題について生徒同士で協力

しながら取り組むグループワークやインターンシ

ップ，発表等をやり遂げることを通して自己肯定感

を高めることや勤労観・職業観を培うことができた

ことが成果としてあげられる（9）． 

次に，検討する必要があると考えられる課題を二

つ指摘しておく． 

一つ目は教育課程実施に当たっての量的管理に

関する課題で，キャリア教育に関する教育活動の実

施に必要な授業時数をいかに確保するかというこ

とである．地域との連携・協働を盛り込んだ教育活

動を実施する場合には事前・事後指導と生徒が課題

解決に取り組むための十分な時間を確保しなけれ

ばならない．美瑛高校では「キャリア探求」の時間

図 2 グループワークの様子 
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のほかに総合的な学習の時間やロングホームルー

ム，教科（国語，情報）の時間から時数を確保して

いる．実施方法の工夫や内容の精選と，教職員はも

とより外部講師等からの理解と協力を得ることが

必要である． 

二つ目は校内体制である．キャリア教育はその目

的から地域を中心とした外部との連携・協働が求め

られる教育活動であることから，限られた教職員数

の学校としては業務が増加するとともに，業務が一

部の教職員に偏ることが多い．美瑛高校ではキャリ

ア教育推進委員会が主体となって運営しているが

一部の教員への業務の集中が問題となった．そこで

委員会内で総括担当者や学年主任，ホームルーム担

任，教科担当者，進路指導部それぞれの業務の見直

しを行い，業務の平準化を図ることで委員会方式に

よる持続可能な校内体制の構築に努めている．キャ

リア教育に限らず教育活動の充実や新規の導入・実

施は教職員の業務量と必要な時間の増加につなが

ることが多くなる傾向にある．働き方改革の観点か

らも学校内部での努力と地域住民や保護者の理解

と協力が必要である． 

5.2 コミュニティ・スクールの取組 

 4.2 の最後に「CS が導入されたことで（中略）学

校と地域住民，保護者との間で具体的な改善策の提

案や本音の意見が出されるなど活発な意見交換や

協議が行われていると考えられる」と記した． 

具体例として保護者ならではの視点から，「美瑛

高校の生徒の保護者が中学生の保護者対象の学校

説明会を開催してはどうか」というアイデアが提案

されている．また，学校の ICT 環境の整備が進んで

いることや進路実績の向上に対して感謝の意が述

べられている．学校からは生徒募集に当たって美瑛

町の一層の連携を図ることや，協議会で意見のあっ 

図 3 学校運営協議会の様子 

た「学校案内」（パンフレット）の内容の見直しと

改善を図るという回答がなされている． 

定例の協議会は年 3回，そのほか必要に応じて協 

議会が開催されるが，協議する機会はそれほど多く

はない．こうした中で一つ一つの事柄は小さなこと

ではあるが提案がなされたり，気持ちが伝えられた

り，受け止めと回答が行われたりしている．このよ

うなコミュニケーションの積み重ねが地域住民や

保護者の学校運営への参画意識を高めるとともに， 

三者の信頼関係を深めることにつながっている． 

学校の視点からは，地域住民や保護者の立場から

教職員や教育活動等がどの程度理解されているか，

どのように評価されているかなどを客観的に把握

することができ，日ごろの実践等を振り返ったり，

工夫・改善したりする気づきを得ることができる．

加えて地域との連携・協働と関連の深いキャリア教

育についてでは，協議会において「キャリアプログ

ラムの 5か年計画」をより良いものとするための議

論が行われたりするなど学校運営の改善につなが

る取組が行われている． 

美瑛高校に限らずだが，教職員や地域住民，保護

者が，この制度と協議会の意義や役割を十分理解し

ておくことが必要である．地域住民や保護者が一方

的に学校を支援するためのものであると教職員が

受け止めていたり，その逆に地域住民や保護者が学

校に対して地域貢献のみを期待して協議が行われ

たりすることは避けなければならない．美瑛高校の

場合では生徒募集とその方策が主要議題の一つと

して協議されているが，CSの目的として相応しいか

どうかは慎重に検討する必要があるように思われ

る．管理職と協議会の委員長等が意思疎通を密に

し，大人の論理や地域貢献の視点が極端に重視され

ることがないように配慮するとともに，学校教育目

標（育てたい生徒像）の実現を目指した学校運営の

充実や教育活動等の工夫・改善のための協議となる

よう，リーダーシップを発揮することが求められる

と考えられる． 

6. おわりに

 「主体的・対話的で深い学び」「カリキュラム・

マネジメント」とともに「社会に開かれた教育課程」

がキーワードとなっている高等学校学習指導要領

は 2022（令和 4）年度の入学生から年次進行で実施

される．より良い学校教育を通じてより良い社会を

創るという目標を学校と社会が共有し，連携・協働
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しながら，これからの時代に求められている資質・

能力を生徒に育む「社会に開かれた教育課程」を実

現するためには地域と学校が生徒を中心に置いて

連携・協働していくことが求められている． 

その具体的な取組の一つが「地域」をテーマに取

り上げた探究的な学びであり，地方創生や地域づく

りなどの視点と重なり，地域を活性化させたり，地

域に根付く人材育成に結びついたりする可能性を

秘めている．加えて，こうした教育活動を展開する

ことにより学校改善や魅力化，存続に資すると考え

られる（10）.このような視点から見ると，学校設定

科目「キャリア探求」を中心に据えて地域と連携し

たキャリア教育を推進したり，保護者以外にも学識

経験者や事業所，行政機関の関係者を委員とする CS

を導入して学校運営をしたりしている美瑛高校の

取組は地域の人口と生徒数の減少に直面し，教育活

動等の質の維持・向上や学校存続の努力をしている

他の高校の参考になると思われる． 

 なお，美瑛高校のキャリア教育は，民間企業や内

閣府などで構成されているふるさと名品オブ・ザ・

イヤー実行委員会主催の 2018（平成 30）年度「ふ

るさと名品オブ・ザ・イヤー」の政策奨励賞の大賞

（地方創生担当大臣賞）受賞の栄誉に輝いた．この

事業は地域の将来を支える名品の発掘や市場開拓

及びそれらを実現する人材や取組を支援すること

を目的としており，地域の名品に関する「ヒト」「モ

ノ」「コト」に関する三つの「地方創生賞」と「政

策奨励賞」，合計四部門があり，毎年それぞれの部

門で表彰が行われている（11）．この受賞は美瑛高校

の教職員はもとより，生徒や保護者，地域住民の活

動を高く評価するもので，今後の活動への大きな励

みとなっている． 

美瑛高校の今後のキャリア教育や CS の取組が学

校の特色化や地域の活性化のみを目指すのではな

く，学校運営や教育活動の充実のための手段である

ことに留意し，生徒一人一人の人間的な成長と社会

人としての自立を実現することを究極の目的とし

て展開されていくこが期待される．  

 最後に，本稿を執筆するに当たっては校務多忙に

もかかわらず，升田重樹校長からは学校経営や学校

運営，地域との関係などについて，森本鈴奈教諭か

らはキャリア教育を中心とした教育活動や生徒の

実態と変容などについて現場ならではの貴重なお

話を長時間にわたってうかがわせていただいた．ま

た，原稿の細部にわたっての確認や指摘，加えてさ

まざまな資料や記録写真を提供していただいた．こ

の場を借りてお二人に心から感謝申し上げる． 
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